
～ 令和8年1月23日

（対象者数） 27 （回答者数） 27

～ 令和8年1月23日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　今後も、保護者の皆様が気軽に相談できるよう体制強化を

図り、職員の支援力アップに努めます。

　併用先や関係機関に向けて積極的に発信し、相互理解に努

めます。

2
　お子様の姿を多角的に捉えられるよう、職員間での情報共

有や支援会議、ケース会議の充実強化を図ります。

3
　地域の中で豊かな経験ができるよう、周辺の事業所との連

携強化に努め、共に育ち合えるような活動を計画します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　他事業所で行っているきょうだい支援について、情報収集

を行ってます。それを踏まえ、きょうだい児への関わり方に

ついての研修会など企画検討します。

2

　大型遊戯施設などの利用の際に、一般で来場しているお子

さんとの交流を図ります。

　今後も近隣の幼稚園や保育園と行事などを通し、交流の機

会を設けます。

3
　ホームページを定期的に更新し、活動内容の発信に努めま

す。

　お子様の気持ちに丁寧に寄り添い、一人一人の発達の状況や

特性、興味関心を大切にし、生活に必要な力を身につけていく

ための支援を行っています。

　近隣の就労継続支援事業所との交流や、市のイベントへの参

加などを通し、お子様の経験の幅を広げています。

　移行支援として、放課後等デイサービスの利用に繋げていけ

るよう、連携を図っています。

　（自立支援）協議会へ積極的に参加し、地域に根差した支援

を展開しています。

　スモールステップの目標を設定し「できた」「またやりた

い」という成功体験を重ねることができる活動を提供していま

す。

　その日の支援内容についてフィードバックを行い、職員間で

情報を共有し、次の手立てへと繋げています。

　保護者からの心配事やお子様が抱えている課題に対しては、

迅速な対応を行い、安心してご利用していただけるよう配慮し

ています。

　保護者からの相談に対しては、迅速に日程を調整し面談等を

実施しています。また、必要に応じ相談支援事業所や併用先の

保育園や幼稚園とも情報共有を行い、解決に向けた役割分担を

行っています。

　お子様の様子に変化があった場合は見逃さず、職員間で共有

を行い、保護者に対しても連絡をするよう配慮しています。

　広報紙の発行を休刊しています。

　これまで年３回発行していた広報紙を、職員体制の都合で休

刊しております。SNSでの発信については、研修等を受け準備

をしている段階です。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　きょうだい同士の交流や支援については、工夫が必要と思わ

れます。

　行事の際にきょうだいの参加も促し、交流の機会としました

が「きょうだい支援」と捉える保護者の方は少なかったようで

す。どのような支援展開が望まれるのか模索しています。

　センターとして独自に保育園やこども園、幼稚園との交流の

機会は設けておりません。

　約７割のお子さんが保育園や幼稚園を併用されており、それ

ぞれの場所で交流をしているので、これまで園独自としての機

会は設けていません。
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山形ひかり学園
公表日 　　令和　8　年　２　月　１５　日

利用児童数 27名　　 令和8年１月23日 回収数 27

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 22 4 0 1

　広い部屋でのびのびと活動できていると思

います。

　全ての生活状況を把握していないので判断

できません。

　活動スペースや園庭が狭いと感じます。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 21 4 0 2

　十分な人数を配置してもらっています。

　少ない人数の中で対応してもらっているよ

うに感じるので、もう少し職員数が増えると

良いと感じます。

　入園当初よりも人数が減ったように感じ心

配です。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

20 2 0 5

　視覚的に分かりやすいように配慮されてい

ます。

　施設全てを見たわけでないのでわかりませ

ん。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
23 2 0 2

　物がわかりやすく片付いています。

　子どもたちの作品がたくさん飾ってあり雰

囲気が良いです。

　トイレがもう少し改善されるとなお使いや

すいと思います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
26 1 0 0

　子ども達の得意不得意をきちんと把握し、

一人一人に合った配慮がされています。

　声かけや対応の仕方について共有してもら

え助かります。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
26 0 0 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

27 0 0 0

　いつも保護者の話を聞いてくれ、それを計

画の中に反映してくれています。

　子どもができる事できない事を知ることが

でき、わかりやすい計画になっています。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

27 0 0 0
　十分な内容を示していただいており、

満足しています。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 26 1 0 0

　丁寧な支援のおかげで、できる事は増えま

した。子の一年でとても成長しました。

　支援計画の中の目標（活動の仕方）を知

り、家庭での生活も工夫することができまし

た。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
24 1 0 2

　近隣の事業所との交流（いも掘り体験

など）が、とても良い活動だと思いま

す。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
15 1 2 9

　他事業所の子どもとの交流があり、楽

しそうだと感じました。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
27 0 0 0 　契約時に丁寧な説明を受けました。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 27 0 0 0

　細かい内容も説明していただきとても安心

できました。

　これからの課題についてもわかりやすく説

明してもらっています。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

26 1 0 0

　さまざまな研修会の企画があり、大変

ためになりました。

　親子の交流を増やすための研修会があ

れば良いと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等

　トイレについて、これ以上のリフォー

ムは難しい現状です。清掃を丁寧におこ

ない、気持ちよく使っていただけるよう

にしていきます。

　支援プログラムを定期的に見直し、実

施します。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

　個別支援計画を交付させていただく際

にご説明をしています。更新時に再確認

できるよう努めます。

　お子様の興味や発達段階に合わせた活

動を提供し、たくさんの成功体験が積め

るよう工夫します。

　保育園や幼稚園との交流はできません

でしたが、市のイベントに参加し、他事

業所の子どもたちと交流することができ

ました。

　契約の際にご説明をさせていただいて

います。

　対面でのご説明が難しい場合は、お電

話での対応をさせていただいています。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

　近くの公園や体育館を定期的に利用

し、十分に遊べるための工夫をします。

　年度途中の退職者がありご心配をおか

けいたしましたが、その後に職員補充

し、4月の段階よりも多い人数で支援を

しています。

　お子さん達が安心して過ごすことがで

きるよう、今後も環境設定を工夫しま

す。

　必要に応じ、ペアレント・トレーニン

グの案内のチラシを配布しています。

　親子でできる遊びの研修会など、今後

企画検討します。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



山形ひかり学園
公表日 　　令和　8　年　２　月　１５　日

利用児童数 27名　　 令和8年１月23日 回収数 27

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

事業所名

ご意見を踏まえた対応

保護者等からの事業所評価の集計結果公表

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
25 2 0 0

　毎日の連絡帳で成長を確認できます。

　いつも細かく情報共有していただいていま

す。

　降園の時など、もう少し職員と直接話す時

間があれば嬉しいです。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 26 1 0 0

　相談しやすい雰囲気です。

　モニタリング以外の時期にも面談をして欲

しいです。

　本人が苦戦している事や難しい事も教えて

欲しいです。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 27 0 0 0

　いつもと違う様子があれば電話をいただい

ており助かっています。

　親の立場になって支援していただいていま

す。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

18 5 0 4

　保護者研修会で先輩お母さんのお話が聞

け、助けられました。

　親同士も顔見知りになり、同じ悩みに共感

でき、良い関係になっていると思います。

　保護者の交流の場を増やして欲しい。

　きょうだい支援はあまり実感がありませ

ん。きょうだいへの対応の仕方も教えてもら

いたいです。

　迎えの際、いつもきょうだいに声をかけて

対応してもらっています。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

27 0 0 0
　いつも迅速な対応をしていただいてい

ます。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
25 2 0 0

　園での様子をいつも教えてもらっており、

家でのかかわり方の参考にしています。

　保育園のように連絡アプリがあれば、意思

の疎通が取りやすいと感じます。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

22 5 0 0

　通信はカラーで写真が多く見やすいです。

　様子が見れると安心なので、園での写真を

販売して欲しいです。

　ホームページを更新して欲しいです。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 26 0 0 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

23 3 0 1
　緊急時、親自身はどうすればよいのかがわ

かりません。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
22 1 0 4

　避難訓練をしているのかわかりませ

ん。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
23 2 0 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
24 3 0 0

　言葉でのコミュニケーションが難しい子ど

もなので、どんな些細な事でも気になってし

まうため、小さな怪我でも知らせて欲しいで

す。

　怪我をしたことを本人が職員に伝えなかっ

たため、家に帰ってからわかったことがあり

ました。

非

常

時

等

の

対

応

　こちらで把握できていなかった怪我なども

あり、大変申し訳ありませんでした。

　帰りのサークル時に、子ども達からの聞き

取りや職員の目視での確認を実施し、ご家族

にお伝えできるよう徹底します。

保

護

者

へ

の

説

明

等

　保護者からご意見があった場合は、速

やかに対応し、必要に応じ相談支援事業

所の担当者とも連携をとるようにしてい

ます。

　保護者の皆様には連絡帳やお電話、面談等

にて、ご家庭での様子を丁寧にお知らせいた

だいており、日々の支援の中でも参考にさせ

ていただいています。

　バスの運行時間もあるため、降園時の申し

送りは手短になってしまう現状があります。

まずはお気軽にお電話にてご連絡をいただけ

るとありがたいです。

　こちらで今頑張っていることなどもご

家庭に伝え、共有できるように努めま

す。

　研修会に参加していただくと、フリートー

クの時間もあります。保護者同士の交流が広

がるよう配慮します。

　親子スポーツ大会の際、きょうだい参加の

種目を取り入れて楽しんでいただきました。

今後もきょうだい向けのイベント等を企画検

討します。

　お子様との意思の疎通において、写真や

絵、文字やサインなどを使い、伝わりやすく

するための工夫をしています。

　アプリの導入も今後検討します。

　園だよりやクラスだよりにて、今後も活動

の様子をお伝えします。

　2月にホームページを更新いたしました。今

後も定期的に更新できるよう努めます。

　保護者の同意のもとに情報共有を行ってい

ます。今後も個人情報の取り扱いについては

細心の注意を払い、安心してご利用いただけ

るように努めます。

　契約の際に、緊急時の対応についてご

説明させていただいておりますが、定期

的に確認できるように工夫します。

　毎月避難訓練は実施しており、クラス

だよりに日時を掲載しております。
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27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 27 0 0 0

　嫌がらずに通っています。

　ほめられることが嬉しいと言っていま

す。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 27 0 0 0

　とても楽しく通っています。

　良い笑顔が見られるようになり、成長

を実感できます。

29 事業所の支援に満足していますか。 27 0 0 0

　できることが増え感情が豊かになりまし

た。感謝しています。

　対応が丁寧でありがたいです。満足です。

　困ったこと、悩んだことがあった時に気軽

に相談できる雰囲気、存在にありがたく思っ

ています。

　親子共に成長できる場です。ありがとうご

ざいます。

満

足

度

　お子さん達が安心して楽しく通所でき

るよう、今後も丁寧な支援を心掛けてい

きます。



山形ひかり学園
公表日 　令和　8　年　２　月　１５　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 3

　十分に体を動かせるスペースがあると思い

ます。

　外部の施設を利用し、支援室のスペースで

はできない活動に取り組めるよう工夫しま

す。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
7 2

　クラス毎の利用人数やお子様の状況に合わ

せ、職員配置を柔軟に変更し対応していま

す。

　配置数は基準を満たしています。

　今後も人材の確保に努めます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

9 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7 2

　建物の老朽化が進んでいますが、清掃や修

理を行い、過ごしやすい環境作りをしていま

す。

　クールダウンや午睡をする時の個室がある

と良いと感じます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
7 2

　お子様の意思確認をする際、相談室を利用

しています。

　お子様が情緒的に不安定になりパニック状

態となった際には別室に移動し、クールダウ

ンを図っています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
9 0

　毎月支援会議を行っています。

　クラスミーティングの中では、より具体的

な内容で話をしています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
9 0

　年一回評価を実施しています。

　今後も会議の中で業務改善等の内容を検討

します。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
9 0

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
0 9

　外部評価は行っていませんが、法人監事監

査により改善を図っています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
9 0

　内部研修を行い、個人が参加した研修を全

体で共有するようにしています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 9 0 　職員間で検討、共有し作成しています。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

9 0
　関係機関等との連携を図り、多角的なアセ

スメントとなるよう努めています。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

9 0
　クラスミーティングを行い、お子様の様子

について深く話し合う機会があります。

　クールダウンが必要となった場合、現在は

廊下のスペースを活用しています。

　パーテーションを使用するなど、お子様へ

の配慮を継続します。
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14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
9 0

　職員間でのコミュニケーションの取り方を

工夫し、チームアプローチの強化を図りま

す。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

9 0

　専門医療機関等で行われた発達検査結果を

確認させていただき、情報の共有を行ってい

ます。

　また、契約時に事業所独自のアセスメント

シートも作成しています。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

9 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 9 0
　毎月クラスミーティングを開催し、活動内

容について全員で検討し立案しています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 9 0

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
9 0

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

9 0

　毎朝その日の活動内容を確認し、職員で情

報共有しています。

　短時間勤務の職員もその内容が確認できる

よう、引き継ぎファイルを作り確認していま

す。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
9 0

　その日の支援の振り返りは習慣化していま

す。

　ご家庭からの連絡事項や関係機関からの情

報等を確認しています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
9 0

　具体的な支援内容やお子様の状況を後で検

索しやすいよう、一人一人の目標にそった

キーワードを設定し、入力しています。

　職員間で視点のずれが大きくならないよ

う、記録の取り方について勉強会を行いま

す。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
9 0

　モニタリングの時期毎に、保護者との面談

や併用先の保育園等との情報共有を実施し、

多方面からの見立てを参考にしながら、ケー

ス会議を開催しています。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
9 0

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
9 0

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

9 0

　併用先の保育園等との連携は密に取らせて

いただいています。

　市町村や相談支援事業所と連携を図ってい

ます。
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27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
9 0

　幼保小連絡会等へ積極的に参加し、お子様

の様子や事業所のの取り組み等を共有してい

ます。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。
9 0 　外部研修に可能な限り参加しています。 　内部研修を充実させたいと考えています。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
9 0

　（自立支援）協議会を通して他事業所の

方々との連携がスムーズになりました。

　イベントなどに招待していただけるように

なり、お子様の経験の幅が広がりました。

　同じ職員が参加するのではなく、複数職員

にも幅広く参加してもらい、連携の強化を

図っていきます。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
4 5

　市のイベントに参加し、地域の子ども達と

関わる機会があります。

　保育園や幼稚園との交流の仕方について検

討します。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
9 0

　おたよりノートで情報共有を図っていま

す。

　送迎の際にもお子様の様子について、都度

お伝えしています。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

7 2
　玄関のボードに、家族支援プログラムにつ

いての案内を掲示し、周知に努めています。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
9 0 　利用開始時や変更の際にご説明しています。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

9 0
　モニタリング時や状況の変化があった際

等、その都度行っています。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
9 0

　対面や電話にて説明を実施し、同意をいた

だいています。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
9 0

　日々のおたよりノートや面談で行っていま

す。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

8 1

　保護者研修会や懇談会を通して交流が深

まっています。

　また、親子スポーツ大会の際にきょうだい

参加の競技も設け、交流を深めました。

　きょうだい児への関わり方について、保護

者の方と一緒に学ぶことができる機会を検討

しています。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

9 0
　相談があった場合は、速やかに日程調整を

しています。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

9 0
　園だよりやクラスだよりで日々の活動内容

や行事予定をお知らせしています。

　年３回発行していて広報紙を休刊にしてい

るため、今後はホームページで活動内容等を

発信できるよう検討します。

ー ー

9 0

　自立支援協議会の児童部門の活動に積極的

に参加することで、情報共有を行い、スキル

アップのための学びの機会になっています。
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42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 9 0

　おたよりノートの入れ間違いがありまし

た。職員間で確認を徹底できるようにしてい

きます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
9 0

　必要に応じ、絵や写真などを使い、伝わり

やすいように工夫しています。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
7 2

　近隣の就労継続支援事業所との交流の機会

があります。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

8 1
　緊急時に備え、メールでの一斉送受信の訓

練を実施しています。
　ご家族への周知の仕方を検討します。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
9 0

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
9 0 　契約時及び適宜確認を行っています。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
9 0

　契約時に確認し、栄養士や厨房職員とも情

報を共有しています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
9 0

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
9 0

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
8 1

　ヒヤリハット事案が発生した場合は、その

日のうちに職員間で共有し記録に残していま

す。

　振り返りを重視し、安全安心を提供できる

ように努めます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
9 0

　内部研修を行い、各職員の対応の振り返り

を実施しています。

　経験の浅い職員を対象に、障がいの理解や

基本的は支援のあり方についての内部研修を

実施し、職員全体のスキルアップを図りま

す。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

9 0

　マニュアルを作成し対応しています。

　現状では身体拘束をせざるを得ない該当者

がいません。
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